
カテゴライズを通して枠にはまりながら生きるこの現代社会を
「16personaliteis」を例に建築を通して創造する。本来見えない枠を視
覚化して僕たちの生きるこの世界の現状を考える。
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数学的な問が投げかけられると答を求めようとする。答を導くには四則演算と
いう一種の道具を使わなければならない。当然道具を使うだけではダメであ
る。その問題の本質を掴まなければ答に辿り着くことは困難であるからだ。

これは数学に限った話ではない。現代社会も同じようにあらゆる物事に対して
本質を掴まなければならない。

01.本質
情報が飛び交う現代において、本質を見抜くことがなくなりつつあると実感す
る。 SNSの普及により、他人と比較して自分が『優』か『劣』か枠組みを作っ
てカテゴライズをする。都合のいいようにカテゴライズすることで自分の居場
所を作って安心感に浸る。枠の中に自分が入り表面上でやり取りを行うことで
本質を掴めなくなりつつある。

02.What is your type?
カテゴライズの一つの事例として自分の性格を16の種類に分ける
「16personalities」という性格診断が流行っている。16のタイプに分類する
ことで自身の強み、弱み、人間関係の相性などがわかるものだ。自分を見つ
め直す用途としてふさわしいもののはずが、表面上の枠を見るだけで枠の内
部の本質を得ようとせず、対人関係を通して生きづらくなっているのではな
いだろうか。

本来カテゴライズすることで自身のアイデンティティを獲得するもののはず
が逆にアイデンティティを損失していると考える。

分析家 外交官

探検家番人

intj
intp
entj
entp

infj
infp
enfj
enfp

istp
isfp
estp
esfp

istj
isfj
estj
esfj

03.concept
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04.scheme diagram

classified into 
16 types

05.site diagram

長さが均一な
ブロックを組
み立てて構成
していく。

色、構造を16通り設けて枠を視覚化し、カテゴライズする。自身のタイ
プに該当する枠の中に入り込む。



今の僕たちは先人たちが築き上げた時代の上
に足をつけて生きている。何千年とかけて積
み上げられて今を僕たちは生きる。僕たちは
常にカテゴライズする。枠に囚われたことで
生きづらくなり、先人が積み上げてきたジェ
ンガを綺麗に並べなることさえ出来なくなっ
てしまった。今にも崩れそうな崩壊した地上
で人々は生きる。コンクリートの下に埋もれ
た僕たちは太陽の光が届きにくい暗くて冷た

い無機質な空間で生活する。

海
底

ground levelに足をつけて人間は生まれた。
まだ何もなかったこの世界に先人たちは火を
起こした。村を作った。ルールを設けた。国
家を形成した。時代と共にテクノロジーが変
革した。何もなかったground levelから文明
を発展させていった。ジェンガのように一本
一本上へ上へと先代へ継承するために技、

知、制などを長い年月をかけて積み上げてい
った。足して引いてかけて割って....崩れない
ように、崩さないように、慎重に積み上げて
いった。答えがない先の見えない社会を生き
るために先人たちは試行錯誤しながらもがき

続けた。

僕たちはカテゴライズされ、枠に囚われた
ことで周りの目を気にするようになった。
水平方向にしか視野を通せず、空の景色は
誰もわからない。僕たちが見ている世界は
単一色の無機質のコンクリートの下に積ま
れた不安げな世界しか知らない。社会がカ
テゴライズして枠にはめたモノが仮に「四
角形」だとしても本質を覗けば「三角形」
かもしれない。いや、「丸」かもしれない。
もしかしたら、色がついているかもしれな

い。真実は誰にもわからない。

06.context

誰も知らない場所にある海に埋
め建てられた人工島。

無機質な打ち放しコンクリート
の構成が現代社会の冷たさを表
す。ジェンガのように上へ上へ
と長い年月を経て建てられてい

った。
海底、地上、天空の３つの空間
領域に隔てた。人間は地上の中
で生活を行う。人間が生活する
地上の世界と海底と天空の相互
関係を「カテゴライズ」を軸に

創造していく。
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今、僕は
　枠の外へ飛び出した。


